
－ 1 －

　
齋
藤

　
み
の
り

　
提
出

　
学
位
申
請
論
文

　
　
『
近
世
後
期
に
お
け
る
江
戸
相
撲
社
会
と
渡
世
集
団
』
審
査
要
旨

　
　
　
　
　

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
申
請
論
文
「
近
世
後
期
に
お
け
る
江
戸
相
撲
社
会
と
渡
世
集
団
」
は
、
近
世
後
期
に
お
け

る
江
戸
相
撲
集
団
と
在
方
相
撲
集
団
の
展
開
を
、
江
戸
相
撲
年
寄
に
よ
る
在
方
相
撲
取
の
編

成
、
在
方
相
撲
取
の
実
態
、
地
方
都
市
な
ど
に
お
け
る
興
行
の
展
開
と
地
域
社
会
と
の
関
係
、

書
籍
出
版
と
相
撲
社
会
の
展
開
な
ど
、
従
来
研
究
の
少
な
か
っ
た
分
野
を
史
料
の
博
捜
と
新

史
実
の
発
見
に
よ
り
実
証
的
に
論
証
し
た
研
究
で
あ
る
。

　
本
論
文
は
以
下
の
三
部
八
章
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

序
章
　
近
世
相
撲
社
会
の
世
界

第
一
部

　
近
世
後
期
に
お
け
る
江
戸
相
撲
集
団
と
在
方
統
制
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－ 3 － － 2 －

　
第
一
章

　
相
撲
取
の
裾
野 

―
相
撲
取
と
在
方
相
撲
社
会
―

　
第
二
章

　
相
撲
年
寄
の
渡
世
経
営

　
第
三
章

　
江
戸
相
撲
社
会
の
免
許
発
給
と
在
方
統
制

第
二
部

　
江
戸
相
撲
社
会
と
地
方
渡
世
の
か
た
ち

　
第
四
章

　
相
撲
興
隆
期
の
在
方
地
域
に
お
け
る
芸
能
意
識
と
相
撲
興
行

　
第
五
章

　
地
方
大
寺
社
地
に
お
け
る
相
撲
興
行 

―
大
宮
氷
川
神
社
の
事
例
か
ら
―

　
第
六
章
　
江
戸
相
撲
の
地
方
都
市
部
に
お
け
る
興
行
形
態 

―
甲
府
芸
能
と
相
撲
興
行
―

第
三
部

　
相
撲
社
会
の
出
版
と
権
威
発
信

　
第
七
章
　
『
古
今
相
撲
大
全
』
の
出
版
と
近
世
相
撲
社
会

　
第
八
章
　
上
覧
相
撲
後
に
お
け
る
出
版
物
へ
の
歴
史
掲
載
と
吉
田
司
家

終
章
　
近
世
相
撲
社
会
の
体
制
と
行
く
末

　
序
章
で
は
、
近
世
に
お
け
る
相
撲
社
会
の
展
開
を
概
観
し
な
が
ら
先
行
研
究
を
整
理
し
、

本
研
究
の
課
題
と
し
て
、
相
撲
年
寄
を
中
心
と
し
た
江
戸
相
撲
集
団
の
活
動
、
特
に
在
方
相
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－ 3 － － 2 －

撲
社
会
と
の
関
係
を
掲
げ
、
本
論
文
の
構
成
を
説
明
し
て
い
る
。

　
第
一
部
は
、
江
戸
相
撲
社
会
の
内
部
お
よ
び
在
方
相
撲
社
会
の
活
動
に
注
目
し
た
論
考
で

あ
る
。
第
一
章
は
、
ま
ず
寛
政
期
刊
行
の
『
大
相
撲
綽
名
出
所
記
』
か
ら
三
都
の
相
撲
取
が

多
く
在
方
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
近
世
後
期
に
各
地
の
在
方
相
撲
集
団
が
発
展
し

た
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
を
出
身
と
し
て
三
都
の
相
撲
取
の
多
く
が
出
現
し
た
と
主
張
し
て
い

る
。
か
つ
各
地
の
在
方
相
撲
集
団
に
よ
る
相
撲
興
行
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
、
廃
業
し
た
相

撲
取
が
出
身
地
の
村
に
帰
農
す
る
事
例
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
在
方
相
撲
集
団
が
独
自
に

活
動
し
興
行
し
な
が
ら
も
、
江
戸
相
撲
集
団
の
活
動
を
下
支
え
し
、
江
戸
と
在
方
の
間
で
人

的
な
循
環
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、
江
戸
の
四
季
勧
進
相
撲
番
付

な
ど
か
ら
相
撲
の
勧
進
元
・
差
添
・
世
話
役
を
一
覧
に
し
、
興
行
の
中
心
と
な
っ
た
相
撲
年

寄
と
相
撲
部
屋
の
系
譜
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
有
力
な
相
撲
年
寄
が
在
方
の
相
撲
集
団
に

介
入
し
統
制
し
て
い
く
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
十
八
世
紀
後
半
の
明
和
期
に
は
武
蔵
・

上
野
国
の
在
方
相
撲
集
団
を
江
戸
相
撲
年
寄
が
統
制
す
る
よ
う
に
な
り
、
つ
い
で
天
明
期
に

は
甲
府
の
稽
古
場
建
設
に
関
わ
る
な
ど
、
相
撲
年
寄
が
次
第
に
広
範
な
在
地
の
相
撲
集
団
を
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－ 5 － － 4 －

編
成
し
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
幕
末
に
は
江
戸
相
撲
年
寄
が
合
同
で
在
方
に
積
極
的

に
進
出
し
、
興
行
収
益
を
目
指
し
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
。
第
三
章
は
江
戸
相
撲
年
寄
が

在
方
相
撲
集
団
に
免
許
を
発
行
し
な
が
ら
師
弟
関
係
を
結
び
、
統
制
を
加
え
組
織
化
し
て
い

く
多
く
の
事
例
を
検
討
し
、
免
許
が
持
つ
意
義
や
権
威
の
象
徴
性
、
免
許
を
受
け
た
在
方
相

撲
集
団
の
様
相
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。
か
か
る
体
制
が
文
化
年
間
に
は
形
成
さ
れ
、

免
許
発
行
が
相
撲
年
寄
の
収
入
源
と
も
な
る
と
と
も
に
、
在
方
相
撲
集
団
が
権
威
を
得
て
地

域
に
お
け
る
渡
世
の
優
位
性
を
確
保
し
て
い
た
と
論
じ
て
い
る
。

　
第
二
部
は
、
宿
場
町
・
門
前
町
や
地
方
都
市
に
お
い
て
興
行
さ
れ
た
相
撲
興
行
や
相
撲
取

の
活
動
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
第
四
章
で
は
、
江
戸
近
郊
の
中
山
道
蕨
宿
の
年
寄

役
岡
田
善
休
の
日
記
を
中
心
に
、
相
撲
興
行
の
実
態
、
地
域
の
人
々
が
娯
楽
文
化
と
し
て
相

撲
を
認
識
し
て
い
く
様
相
、
こ
の
風
潮
に
便
乗
す
る
若
者
や
ア
ウ
ト
ロ
ー
の
存
在
な
ど
を
考

察
し
、
在
方
相
撲
社
会
の
形
成
さ
れ
て
い
く
さ
ま
を
描
い
て
い
る
。
近
世
後
期
の
娯
楽
文
化

や
余
暇
活
動
の
展
開
・
消
費
の
拡
大
、
力
石
の
存
在
や
他
の
芸
能
興
行
な
ど
も
考
察
に
加
え
、

多
様
な
芸
能
文
化
の
発
展
の
中
で
在
方
相
撲
社
会
を
位
置
づ
け
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
さ
ら
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－ 5 － － 4 －

に
地
域
出
身
の
相
撲
年
寄
や
相
撲
取
り
と
地
域
と
の
関
係
に
も
触
れ
て
い
る
。
第
五
章
は
、

中
山
道
大
宮
宿
に
お
け
る
氷
川
神
社
の
相
撲
興
行
を
考
察
し
て
い
る
。
大
宮
宿
は
宿
駅
で
あ

る
と
と
も
に
武
蔵
一
之
宮
氷
川
神
社
の
門
前
町
的
な
性
格
を
有
し
て
お
り
、
神
事
と
し
て
の

相
撲
や
奉
納
相
撲
が
興
行
さ
れ
る
地
で
あ
っ
た
。
興
行
の
準
備
は
神
社
・
大
宮
宿
だ
け
で
な

く
近
隣
の
村
々
も
参
加
し
、
相
撲
は
江
戸
相
撲
集
団
が
中
心
に
担
い
、
幕
末
に
は
近
隣
の
在

方
相
撲
集
団
も
参
加
し
て
お
り
、
地
域
の
一
大
娯
楽
だ
け
で
は
な
く
、
江
戸
相
撲
の
重
要
な

巡
業
先
と
な
っ
て
い
た
と
論
じ
て
い
る
。
第
六
章
で
は
、
甲
府
に
お
け
る
江
戸
相
撲
集
団
の

相
撲
興
行
を
検
討
し
、
巡
業
体
制
の
展
開
と
甲
府
の
興
行
主
や
甲
斐
国
の
在
方
相
撲
集
団
と

の
関
わ
り
を
論
じ
て
い
る
。
甲
府
は
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
前
半
に
は
城
下
町
と
し

て
武
士
に
相
撲
が
受
容
さ
れ
て
お
り
、
の
ち
幕
府
直
轄
領
と
な
っ
て
も
甲
府
勤
番
と
し
て
旗

本
集
団
が
在
住
し
た
と
い
う
特
徴
を
も
つ
。
十
八
世
紀
後
半
以
降
に
は
興
行
主
亀
屋
与
兵
衛

が
江
戸
相
撲
集
団
と
結
び
つ
く
と
と
も
に
、
次
第
に
相
撲
年
寄
が
複
数
で
組
み
合
わ
さ
っ
た

江
戸
相
撲
集
団
の
興
行
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
在
方
相
撲
集
団
も
参
加
し
、
甲
府
は
江
戸
相
撲

集
団
の
興
行
の
一
大
拠
点
に
な
っ
て
い
く
と
主
張
し
て
い
る
。
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第
三
部
で
は
、
近
世
後
期
に
刊
行
さ
れ
た
相
撲
関
係
の
書
籍
の
検
討
か
ら
、
江
戸
相
撲
集

団
の
権
威
の
発
信
を
論
じ
て
い
る
。
第
七
章
は
、
宝
暦
十
三
年(

一
七
六
三)

に
出
版
さ
れ
た

『
古
今
相
撲
大
全
』
を
近
世
の
相
撲
社
会
に
お
け
る
本
格
的
な
書
籍
出
版
の
嚆
矢
と
位
置
づ
け
、

古
代
か
ら
朝
廷
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
相
撲
節
会
や
野
見
宿
祢
の
伝
説
、
古
代
中
世
の

合
戦
譚
に
み
え
る
武
家
故
実
と
し
て
の
相
撲
な
ど
と
い
う
内
容
か
ら
、
相
撲
社
会
が
歴
史
故

実
を
取
り
上
げ
な
が
ら
そ
の
由
緒
と
権
威
の
正
統
性
を
発
信
し
、
読
者
や
社
会
に
提
示
し
た

書
物
と
主
張
し
て
い
る
。
第
八
章
で
は
、
寛
政
三
年(

一
七
九
一)

将
軍
徳
川
家
斉
の
上
覧
相

撲
で
江
戸
に
お
い
て
相
撲
の
名
声
を
高
め
た
行
事
吉
田
司
家
の
由
緒
と
権
威
が
、
以
後
の
相

撲
出
版
物
に
如
何
に
影
響
し
た
か
を
検
討
し
て
い
る
。
上
覧
相
撲
以
後
に
出
版
さ
れ
た
『
相

撲
隠
雲
解
』
『
角
觝
詳
説
活
金
剛
伝
』『
相
撲
起
顕
』
な
ど
の
記
載
内
容
か
ら
、
吉
田
司
家
の

家
伝
が
相
撲
の
歴
史
故
実
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
と
な
り
、
上
覧
相
撲
の
評
判
と
も
相
俟
っ

て
、
こ
れ
ら
の
出
版
が
社
会
に
江
戸
相
撲
社
会
の
権
威
を
認
知
さ
せ
る
手
段
と
な
っ
て
い
っ

た
と
論
じ
て
い
る
。

　
終
章
で
は
、
幕
末
維
新
期
の
江
戸
相
撲
社
会
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
近
世
後
期
に
江
戸
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相
撲
社
会
が
興
行
に
即
し
た
職
能
渡
世
集
団
と
し
て
機
能
し
、
東
日
本
を
中
心
と
し
た
広
範

な
地
域
に
お
い
て
在
方
相
撲
社
会
を
包
括
し
た
興
行
統
制
体
制
を
整
え
、
自
ら
の
権
威
を
も

醸
成
し
た
と
論
じ
て
い
る
。
か
つ
江
戸
―
在
方
を
包
括
し
た
一
大
相
撲
社
会
が
、
武
家
社
会

や
三
都
の
社
会
・
町
や
村
の
地
域
社
会
の
文
化
・
芸
能
な
ど
幅
広
い
分
野
と
複
雑
に
重
な
り

合
っ
て
、
社
会
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
総
括
し
て
い
る
。
さ
ら
に
今
後
の
課
題
と

し
て
、
一
層
の
各
地
の
史
料
の
渉
猟
と
史
実
の
集
積
、
近
世
相
撲
社
会
と
出
版
文
化
と
の
関

係
の
検
討
、
近
世
近
代
移
行
期
に
お
け
る
在
方
相
撲
社
会
の
実
態
解
明
を
掲
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
申
請
論
文
は
序
章
と
三
部
八
章
お
よ
び
終
章
か
ら
な
り
、
近
世
後
期
に
お
け
る
江
戸
相
撲
集
団

と
在
方
相
撲
集
団
の
展
開
を
、
江
戸
相
撲
年
寄
に
よ
る
在
方
相
撲
取
の
編
成
、
在
方
相
撲
取
の
実

態
、
地
方
都
市
な
ど
に
お
け
る
興
行
の
展
開
と
地
域
社
会
と
の
関
係
、
書
籍
出
版
と
相
撲
社
会
の

展
開
な
ど
を
、
史
料
の
博
捜
と
新
史
実
の
発
見
に
よ
り
実
証
的
に
論
証
し
た
研
究
で
あ
る
。

　
序
章
で
は
、
近
世
に
お
け
る
相
撲
の
研
究
史
を
整
理
し
、
研
究
史
の
中
に
筆
者
自
身
の
研
究
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課
題
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
第
一
部
「
近
世
相
撲
社
会
の
世
界
」
は
三
章
か
ら
な
り
、
第
一
章
「
相
撲
取
の
裾
野 

―
相

撲
取
と
在
方
相
撲
社
会
―
」
で
は
、近
世
後
期
の
相
撲
集
団
が
多
く
在
方
出
身
の
相
撲
取
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
、
こ
と
に
江
戸
相
撲
社
会
を
在
方
相
撲
社
会
が
支
え
て
い
た
と
論
じ
、
手
堅
い
論

考
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
在
方
相
撲
集
団
が
実
施
し
た
興
行
の
実
態
や
、
廃
業
し
た
相
撲
取
り

が
帰
農
す
る
過
程
な
ど
、
相
撲
集
団
と
地
域
社
会
と
の
関
係
を
論
証
し
た
点
が
評
価
で
き
る
。

第
二
章
「
相
撲
年
寄
の
渡
世
経
営
」
は
、江
戸
の
四
季
勧
進
相
撲
番
付
な
ど
興
行
の
中
心
と
な
っ

た
相
撲
年
寄
と
相
撲
部
屋
の
系
譜
を
考
察
し
、
有
力
な
相
撲
年
寄
が
在
方
の
相
撲
集
団
に
介
入

し
統
制
し
て
い
く
様
相
を
解
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
江
戸
相
撲
年
寄
が
在
方
相
撲
集
団
を
統
制

し
て
い
く
過
程
を
、
明
和
三
年(

一
七
六
六)

江
戸
相
撲
年
寄
連
署
廻
状
か
ら
論
じ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
江
戸
相
撲
集
団
が
在
方
相
撲
集
団
を
編
成
し
た
時
期
を
従
来
の
研
究
よ
り
遡
ら
せ
る
検

証
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
章
「
江
戸
相
撲
社
会
の
免
許
発
給
と
在
方
統
制
」
は
、
江
戸
相
撲
年

寄
が
在
方
相
撲
集
団
に
免
許
を
発
行
し
な
が
ら
師
弟
関
係
を
結
び
、
組
織
化
し
て
い
く
多
く
の

事
例
を
検
討
し
て
お
り
、
筆
者
が
史
料
を
渉
猟
し
て
各
地
の
事
例
を
収
集
し
た
成
果
で
あ
る
。
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ま
た
免
許
状
の
内
容
か
ら
、
江
戸
相
撲
年
寄
の
権
威
や
由
緒
の
所
在
、
在
方
相
撲
集
団
の
興
行

の
実
態
を
解
明
し
て
い
る
。
か
つ
江
戸
相
撲
集
団
が
在
方
相
撲
集
団
を
統
制
し
、
免
許
発
行
が

相
撲
年
寄
の
収
入
源
と
も
な
り
、
一
方
で
在
方
相
撲
集
団
が
権
威
を
得
て
地
域
に
お
け
る
渡
世

の
優
位
性
を
確
保
し
て
い
た
と
論
じ
、
江
戸
・
在
方
と
も
相
互
に
依
存
し
た
相
撲
社
会
の
様
相

を
考
察
し
て
い
る
。
以
上
第
一
部
で
は
、
江
戸
相
撲
社
会
と
在
方
相
撲
社
会
と
の
相
互
の
関
係

と
活
動
内
容
が
論
証
さ
れ
、
大
き
な
成
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
部
「
江
戸
相
撲
社
会
と
地
方
渡
世
の
か
た
ち
」
は
三
章
か
ら
な
り
、
宿
場
町
・
門
前
町

や
地
方
都
市
の
相
撲
興
行
や
相
撲
取
の
活
動
を
論
じ
て
い
る
。
第
四
章
「
相
撲
興
隆
期
の
在
方

地
域
に
お
け
る
芸
能
意
識
と
相
撲
興
行
」
は
、
江
戸
近
郊
の
中
山
道
蕨
宿
に
お
け
る
文
化
や
芸

能
の
発
展
の
な
か
で
相
撲
興
行
を
考
察
し
て
い
る
。
在
方
相
撲
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
く
様
相

を
地
域
社
会
・
文
化
の
な
か
で
位
置
づ
け
よ
う
と
試
み
て
い
る
点
が
評
価
で
き
る
。
第
五
章
「
地

方
大
寺
社
地
に
お
け
る
相
撲
興
行 

―
大
宮
氷
川
神
社
の
事
例
か
ら
―
」
は
、
中
山
道
大
宮
宿

に
お
け
る
武
蔵
一
之
宮
氷
川
神
社
の
相
撲
興
行
を
考
察
し
て
い
る
。
氷
川
神
社
の
門
前
町
的
な

性
格
を
も
つ
大
宮
宿
で
興
行
さ
れ
た
神
事
相
撲
や
奉
納
相
撲
に
つ
い
て
、
神
社
・
宿
・
近
隣
地
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域
お
よ
び
江
戸
相
撲
集
団
の
活
動
を
検
討
し
、
各
階
層
の
動
向
を
解
明
し
た
論
稿
で
あ
る
。
第

六
章
「
江
戸
相
撲
の
地
方
都
市
部
に
お
け
る
興
行
形
態 

―
甲
府
芸
能
と
相
撲
興
行
―
」
で
は
、

甲
府
に
お
け
る
江
戸
相
撲
集
団
の
相
撲
巡
業
体
制
の
展
開
と
、
甲
府
の
興
行
主
や
甲
斐
国
の
在

方
相
撲
集
団
と
の
関
わ
り
を
手
堅
い
分
析
で
明
ら
か
に
し
、
地
方
都
市
に
お
け
る
相
撲
興
行
を

具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
。
以
上
第
二
部
で
は
、
江
戸
相
撲
集
団
の
地
方
興
行
と
受
容
す
る
地

域
の
社
会
・
文
化
、
ま
た
江
戸
相
撲
社
会
と
関
係
を
深
め
て
い
く
在
方
相
撲
社
会
の
展
開
を
具

体
的
に
解
明
し
て
お
り
、
従
来
研
究
の
少
な
か
っ
た
分
野
を
新
た
に
広
げ
た
論
稿
と
い
え
る
。

　
第
三
部
「
相
撲
社
会
の
出
版
と
権
威
発
信
」
は
二
章
か
ら
な
り
、
近
年
盛
ん
に
な
っ
た
書
籍

研
究
の
成
果
を
取
り
込
も
う
と
し
た
意
欲
的
な
考
察
で
あ
り
、
相
撲
関
係
の
書
籍
の
検
討
か
ら
、

江
戸
相
撲
集
団
の
権
威
の
発
信
を
論
じ
て
い
る
。
第
七
章
「『
古
今
相
撲
大
全
』
の
出
版
と
近

世
相
撲
社
会
」
は
、『
古
今
相
撲
大
全
』
を
、
本
格
的
な
相
撲
書
籍
出
版
の
嚆
矢
と
位
置
づ
け
、

そ
の
内
容
の
分
析
か
ら
相
撲
社
会
が
由
緒
と
権
威
の
正
統
性
を
発
信
し
、
読
者
や
社
会
に
提
示

し
た
と
主
張
す
る
。
書
籍
出
版
と
相
撲
故
実
か
ら
相
撲
の
権
威
発
信
を
見
よ
う
と
い
う
点
は
、

近
年
進
展
し
た
書
籍
研
究
を
取
り
込
も
う
と
す
る
意
欲
が
見
ら
れ
る
。
第
八
章
「
上
覧
相
撲
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後
に
お
け
る
出
版
物
へ
の
歴
史
掲
載
と
吉
田
司
家
」
で
は
、
寛
政
三
年(

一
七
九
一)

将
軍
徳

川
家
斉
の
上
覧
相
撲
で
江
戸
に
お
け
る
相
撲
の
名
声
を
高
め
た
行
事
吉
田
司
家
の
由
緒
と
権
威

が
、
以
後
の
相
撲
出
版
物
に
如
何
に
影
響
し
た
か
を
検
討
し
て
い
る
。
上
覧
相
撲
以
降
に
、
吉

田
司
家
の
家
伝
が
相
撲
の
歴
史
故
実
と
し
て
定
着
し
、
相
撲
関
係
書
籍
の
出
版
が
江
戸
相
撲
社

会
の
権
威
を
認
知
さ
せ
る
手
段
と
な
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
書
籍
出
版
の
動
向
か
ら
相
撲
故
実
・

相
撲
の
権
威
発
信
を
論
じ
よ
う
と
す
る
点
は
興
味
深
い
が
、
論
証
に
は
近
世
の
出
版
文
化
の
動

向
を
考
慮
し
つ
つ
、
書
誌
学
的
な
分
析
な
ど
さ
ら
に
基
礎
的
な
考
察
が
必
要
で
あ
る
。

　
終
章
に
お
い
て
幕
末
維
新
期
の
相
撲
社
会
を
概
観
し
課
題
と
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題

を
列
挙
し
て
い
る
点
は
首
肯
で
き
る
。

　
以
上
本
論
文
は
、
近
世
後
期
の
江
戸
相
撲
社
会
と
在
方
相
撲
社
会
の
発
展
や
相
互
の
関
係
、

相
撲
関
係
書
籍
の
出
版
と
相
撲
社
会
の
権
威
発
信
に
つ
い
て
、
博
捜
し
た
史
料
に
つ
い
て
緻
密

に
検
討
を
加
え
な
が
ら
、
新
た
な
史
実
を
提
示
し
、
手
堅
い
実
証
的
な
論
証
に
よ
り
従
来
の
研

究
に
訂
正
を
加
え
て
い
る
。
と
く
に
在
方
相
撲
社
会
の
様
相
や
江
戸
相
撲
年
寄
の
統
制
の
実
態
、

宿
場
町
・
門
前
町
・
地
方
都
市
の
相
撲
興
行
な
ど
の
解
明
は
、
従
来
の
相
撲
研
究
を
進
展
さ
せ
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た
論
考
と
評
価
で
き
る
。

　
た
だ
し
問
題
点
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
第
一
に
相
撲
社
会
や
渡
世
集
団
な
ど
の
語
を
使

用
し
な
が
ら
も
、
筆
者
が
そ
の
全
体
像
を
如
何
に
考
え
て
い
る
の
か
と
い
う
叙
述
が
な
く
、
本

論
文
が
指
摘
す
る
史
実
や
検
証
に
よ
っ
て
、
相
撲
社
会
や
渡
世
集
団
の
構
造
が
従
来
の
研
究
と

如
何
に
変
わ
っ
た
の
か
を
明
確
に
し
て
い
な
い
。
第
二
に
、
相
撲
興
行
を
芸
能
文
化
と
し
て
い

る
が
、
他
の
芸
能
文
化
と
比
較
検
討
し
て
お
ら
ず
、
近
世
後
期
の
社
会
・
文
化
の
展
開
に
位
置

づ
け
て
い
な
い
。
さ
ら
に
相
撲
取
の
肉
体
に
対
す
る
視
線
や
そ
こ
か
ら
起
こ
る
差
別
な
ど
、
身

体
性
に
つ
い
て
の
考
察
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
第
三
に
、
三
都
で
活
躍
す
る
相
撲
取
の
出
身

を
豪
農
・
村
役
人
層
な
ど
村
落
の
上
階
層
と
想
定
し
、
彼
ら
を
在
方
相
撲
社
会
の
中
核
に
置
い

て
、
江
戸
と
在
方
の
相
撲
社
会
を
結
び
つ
け
て
い
る
の
は
、
申
請
論
文
の
大
き
な
成
果
で
は
あ

る
が
、
相
撲
社
会
の
裾
野
に
は
下
層
民
出
身
の
者
や
博
徒
が
存
在
し
、
興
行
主
に
も
博
徒
が
お

り
、
相
撲
取
出
身
の
博
徒
が
治
安
問
題
を
起
こ
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
ア
ウ
ト
ロ
ー
集
団
と

相
撲
社
会
と
の
関
係
が
考
察
か
ら
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
今
後
筆
者
が
近
世
の

相
撲
社
会
を
総
合
的
に
論
ず
る
上
で
不
可
欠
と
な
ろ
う
。
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以
上
今
後
の
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
近
世
後
期
の
江
戸
相
撲
社
会
と
在
方
相
撲
社
会
と
の
関

係
を
解
明
し
て
従
来
の
研
究
に
訂
正
を
加
え
、
在
方
に
お
け
る
相
撲
興
行
の
展
開
を
具
体
的
に

検
証
し
、
さ
ら
に
相
撲
関
係
書
籍
の
刊
行
か
ら
渡
世
集
団
の
権
威
発
信
を
論
じ
た
本
論
文
は
、

相
撲
社
会
の
み
な
ら
ず
近
世
後
期
の
芸
能
・
文
化
お
よ
び
社
会
の
研
究
に
寄
与
し
う
る
研
究
成

果
と
評
価
で
き
る
。

　
よ
っ
て
本
論
文
の
筆
者
齊
藤
み
の
り
は
、
博
士(

歴
史
学)

の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
資
格
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　
令
和
三
年
十
二
月
十
一
日主

　
査
　
　
國
學
院
大
學
客
員
教
授
　
　
根
　
岸
　
茂
　
夫
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
吉
　
岡
　
　
　
孝
　
㊞
　

副
　
査
　
　
学
習
院
大
学
名
誉
教
授
　
　
高
　
埜
　
利
　
彦
　
㊞
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齊
藤

　
み
の
り

　
学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

　
左
記
三
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
博
士 

（
歴
史
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
令
和
三
年
十
二
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
学
力
確
認
担
当
者

主
　
査
　
　
國
學
院
大
學
客
員
教
授
　
　
根
　
岸
　
茂
　
夫
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
吉
　
岡
　
　
　
孝
　
㊞
　

副
　
査
　
　
学
習
院
大
学
名
誉
教
授
　
　
高
　
埜
　
利
　
彦
　
㊞
　

【本文】B5縦組　07 齊藤みのり先生.indd   14 2022/01/27   11:51:21


